
函館中央病院 整形外科
専門研修プログラム



本日のプログラム

◉ 整形外科とは

◉ 理念

◉ 研修方法

◉ 体制

◉ 最後に



整形外科

◉ 各自のライフスタイルに応じた診療活動：

外科的治療から内科的治療まで

◉ 患者さん主体の診療体系：多様な治療法の選択



理念

◉ 長期間患者さんと接することが可能

 自らの医療の妥当性を判断

◉ 臨床現場での問題点を明白にできる

 臨床研究に繋がる

函館中央病院

患者
臨床から研究まで



理念

◉ 地域に根ざした医療

 Common diseaseを学べる

◉ 各分野の専門医が在籍

大学病院の役割も担う

 幅広く専門的知識を学べる

函館中央病院

患者 コアコンピテンシー(基本的診療能力)から

スペシャリティまで



研修方法

大学病院と連携病院を
ローテション

4年間 計48単位
脊椎，上肢・手，下肢，外傷：各6単位

リウマチ，リハビリ，スポーツ，地域医療：各3単位

小児，腫瘍：各2単位 流動単位：8単位

専門医試験

函館中央病院

北海道大学病院

Ⅱ型基幹病院

Ⅰ型基幹病院

函館中央病院専門研修プログラム

北海道大学整形外科後期専門研修プログラム

地域医療研修病院
• 八雲総合病院
• 倶知安厚生病院
• 小樽市立病院



研修プログラム例

1 年目 2 年目 3 年目 4 年目

専攻医 A 函館中央病院 北大病院 函館中央病院 地域関連病院

専攻医 B 函館中央病院 地域関連病院 函館中央病院 北大病院

専攻医 C
地域枠医師の場合

地域関連病院 地域関連病院 函館中央病院
函館中央病院(6M)

北大病院(6M)

※ 函館中央病院:18-24ヶ月, 北大病院:6-12ヶ月, 地域関連病院:12-24ヶ月(倶知安厚生病院, 小樽市立病院, 八雲総合病院)

※ 北海道地域枠医師の勤務条件にも対応可能です



研修プログラム後

専門領域

一般整形外科専攻医研修

サブスペシャリティー領域研修

専門性の高い優れた整形外科医として活躍

•一般的知識と技術の修得

・大学と基幹病院間の連携に
より多くの症例数を確保



北海道大学病院

北海道大学病院

市内・基幹病院

市内・基幹病院

医師 7-8年目

医師 8-9年目

医師 9-10年目

医師 11-12年目

サブスペシャリティ領域の高度診断・治療技術の習得，専門医取得

研修プログラム後

市内・基幹病院

市内・基幹病院

北海道大学病院

北海道大学病院

大学院

大学院

基幹病院・留学

基幹病院・留学

学位取得



函館中央病院 整形外科

下肢

専門医

整形外科（10名）

手術件数（年間）：1247 件

脊椎
指導医：3 名

専門医：2 名

手術件数

532 件

上肢 指導医：1 名
手術件数

189件

下肢
指導医：1 名
専門医：1 名

手術件数

526 件



函館中央病院 整形外科

下肢

専門医

主な学会での過去５年間（2013-2018）の発表数

日本整形外科学会 28 題

日本脊椎脊髄病学会 36 題

AAOS (米国整形外科学会) 9 題

ISSLS (国際腰椎学会) 33 題



◉ 手術件数が多い

早い時期から多くの手術を経験できる

自主的に考える癖がつく

◉ スタッフが多い

学会への参加がしやすい

困ったときに相談しやすい

函館中央病院 整形外科



函館中央病院 整形外科

函中で共に働きましょう!!!



函館中央病院 整形外科

◉ 問い合わせ先

函館中央病院 整形外科

研修プログラム 統括責任者

金山 雅弘

E-mail:

Seikei-senkou@hakochu-hp.gr.jp


